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RAN

■ 作曲年 1986年

■ 委嘱者 本條秀太郎

■ 構 成 三弦独奏

■ 時 間 10分

■ 出版楽譜 無し

■ 解 説 私は本来演奏家だから、作品を書くとどうしても“手”が多くなってしまう傾向がある。

勿論演奏家としては演奏の場で一音、一音とのめり込んでその音の持つ力と深いもの言いを紡ぐことに

は例えようのない精神的な喜びを覚えたりするのが、一方楽器を可能な限り鳴らしたい欲望も常に私の

中にあって、それが時々頭を出したがる。この曲はその潜在的な欲望を楽器の機能に甘えながら綴った

もので、題名の“濫”は音の氾濫を意味する。1986年3月作曲。［作曲者］


